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カ ン ザ ワ ハ ダニ Tetranychus kanzawai KISHIDA は寄主

範囲が広 く ， チ ャ を は じ め ， 野菜， 花 き な ど多 く の農作

物の害虫 と し て 知 ら れて い る 。 果樹では， ナ シ ， ブ ド ウ

(施設栽培) での発生が多 く ， 他の樹種では 少 な い。 福岡

県 に お い て カ キ での カ ン ザ ワ ハ タ.ニ の被害が問題 と な る
よ う に な っ た の は 1988 年頃か ら で あ る 。 和歌 山 県 で も

1980 年代前半か ら 被害が認 め ら れ， 1985 年頃か ら 増加 し

て い る (小松， 1989) 。 奈良 県 に お い て は， 古 く か ら カ キ

に対す る カ ン サー ワ ハ ダニ の寄生が観察 さ れ て い た が， 現

場の栽培園 に お け る 最初 の 被害 の 発生 は 1977 年 で あ っ

た 。 そ の後の被害の発生 は局部的で， 主 と し て ハ ウ ス 栽

培の カ キ で問題 に な っ た 程度 で あ っ た が， 1988 年 に は 県

下全般 に発生が拡大 し た (小田 ， 1989) 。 以上 の よ う に カ

キ で の カ ン ザ ワ ハ ダ ニ の被害が全国 的 に 増加 し た の は

1980 年代後半か ら で あ る と 思わ れ る 。

I カ キ での発生消長

カ キ 圃場での越冬場所 は 明 ら か で な い が， ナ シ で は 主

に樹上で， 樹皮下や誘引 ひ も の 下， 落葉下 な ど で休眠雌

で成虫越冬す る 。 ま た ， 芦原 ら (1987) に よ れば施設栽

培の ブ ド ウ で は ， 活動 を 開始 し た ハ ダニ は ， す ぐ に ブ ド

ウ に行 く こ と は な く ， 雑草 な ど の好適 な寄主植物で増殖

後， あ ま り 好適で な い 寄主植物の ブ ド ウ に 移動す る も の

と 考 え ら れて い る 。 以上の こ と か ら ， カ キ への寄生 は ，

い っ た ん下草で増殖 し た ハ ダニ が移動 し て き た も の と 思

わ れ， 闘場 に お け る ト ラ ッ プ (棒の上 に 設置 し た 缶 に タ

ン グル フ ッ ト を塗布 し ， 圃場 に 立て た も の ) 調査で も 垂

直方向への移動が確認 さ れて い る 。 福岡県 に お い て は ，

4 月 上中旬頃か ら カ キ に対す る カ ン ザ ワ ハ ダニ の 寄生が

認め ら れ る が， こ の時期 に カ キ 園 の 下草雑草の 除草作業

が行わ れ る た め ， 下草か ら 柿へ の 移動が多 く な っ て い る

も の と 思わ れ る 。 奈良 県 で は や や遅 れ て ， 5 月 に な っ て 寄

生が認め ら れ る 。 清耕栽培窟 で も 発生す る こ と か ら ， 下

草か ら の移動虫以外 に 樹上越冬虫 に よ る 直接的な寄生の

可能性 も 指摘 さ れて い る が確認 は さ れて い な い (小 田 ，
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1989) 。 移動虫 は ， 樹上 で葉及 び果実 に 寄生 し て 繁殖 を 続

け ， 夏季 に な り 新梢の発生 が な く な る と 減少 し ， 下草 な

ど に再 び移動 し て い る も の と 思 わ れ る 。

E カ キ の被害状況

カ ン ザ ワ ハ ダニ は カ キ の 薬及 び果実 を加害す る が， 被

害や寄生性 に は 品種間差異があ り ， 渋柿の 「平核無」 や

「万根早生」 で は 寄生虫数が多 く ， 被害 は 落葉や果実の被

害が発生す る 。 一方， r富有J や 「伊豆」 等の 甘柿で は 寄

生虫数が少 な く ， 落葉や果実の被害 は発生 し な い (小田，

1989) 。 こ の 品種間差異 は ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に よ

る 被害の 品種間差異 と 一致 し 興味深 い 。 寄生 を 受 け た 葉
は， 裏面 に う ど ん こ 病の 初期病斑 と 非常 に 類似 し た 黒点

を生 じ ， 両者の 区別 は全 く つ か な い の で， ハ ダニ に よ る

被害の判定 に は 生息虫や脱皮殻 を 確認す る 必要 が あ る 。

「伊豆J と 「富有J に対す る 接種試験 に よ る と 葉の 被害痕

は接種後 3 日 目 か ら み ら れ る よ う に な り ， 5 日 目 に は は

っ き り と 認め ら れ る よ う に な っ た 。 「伊豆」 と 「富有J で

は 「伊豆j の 方が被害痕が多 く 発生 し た 。 ま た ， 葉での

寄生部位 は す べ て 裏面で， 表面での寄生 は認め ら れな か

っ た 。 新梢 10 葉期の 寄生調査で は ， 寄生が認め ら れた の

は第 7 葉 ま でで あ り ， 展開 ま も な い葉 に は 寄生が認め ら

れな か っ た 。 寄生虫数が多 か っ た の は第 1 葉~第 4 葉 ま

でであ り ， 被害程度 も 新梢基部の 葉 ほ ど 高か っ た ( 山 田 ・

堤， 1990) 。 し か し ， r平核無j や 「万根早生」 で は若葉

期の 密度が高 く ， 成棄 に な る と 密度 が低下す る 。 高密度

の寄生 を 受 け た 葉 は全体 に 被害痕が現れ， 成長が抑制 さ

れて落葉す る 。 果実で は へ た 部及 び果面 に 寄生 し ， へ た

部では葉 と 同様の症状が発生す る 。 果面で は 加害痕が隆

起 し た黒点状 に な り ， 軽微 な 場合 は カ キ ク ダア ザ ミ ウ マ

の被害 と 類似 す る 。 主 要 な 加害時期 は落花直後で あ り ，

へ た 部 と の 間隙 を 加害 し V 字状 の 黒 点 を 生 じ る こ と が

多 い が， 高密度 の場合 は ， 夏季 ま で連続的 に 加害 し ， 果

表 ・ 1 カ キ での カ ン ザ ワ ハ ダニ の発生 と 被害 (小田 . 1989) 
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頂部か ら 果梗部 ま で黒点 を 散生す る 。 し か し ， 被害痕 は

果実の肥大 と 共 に 色が あ せ て 分か り に く く な り ， 着色期

に は大 き い被害痕以外 は判別で き な く な る 。

皿 発生増加の原因

カ ン ザ ワ ハ タ.ニ に と っ て カ キ は必ず し も 好適 な寄主植

物 で は な い も の と 思わ れ る 。 例 え ば， 5 月 下旬 に 「伊豆」

の 葉上 に 接種 し た 場合， 2 日 後 に は接種虫数の約半分 に ，

5 日 後 に は 1/4 に減少 し た ( 山 田 ・ 堤， 1990) 。 近藤 (1990)

に よ れ ば， 寄生性の低い ブ ド ウ での カ ン ザ ワ ハ ダニ の増

殖率 は ， 未成熟葉 よ り 成熟葉で高 く ， r伊豆」 や 「富有」

に お い て 成熟葉での寄生数が多 い こ と と 一致す る 。 さ ら

に ， r富有」葉上 に お け る カ ン ザ ワ ハ ダニ の増殖率 を リ ー

フ デ ィ ス ク 法 に よ り 調査 し た 結果， 増殖率 は ナ シ や リ ン

ゴ に 比べ て 劣 り ( 山 田 ・ 堤， 1990) ， 発育 ・ 増殖能力が比

較的低 い ブ ド ウ (近藤， 1990) と 同程度であ っ た 。 ま た ，

「富有J や 「伊豆j に比べて寄生性が高い と 思わ れ る 「平

核無j や 「万根早生」 に お い て も ， 露地 よ り 施設栽培で

多発す る こ と を 考 え る と ， カ キ に対す る 寄生性 は ブ ド ウ

同様 に 低 い も の と 思わ れ る 。 つ ま り ， カ ン ザ ワ ハ ダニ は ，

他 に 好適 な 寄主植物が な い条件 に遭遇 し た た め ， あ ま り

好適で は な い寄主で あ る カ キ に 寄生 し て い る う ち に ， 一

表 ・ 2 カ キ 新梢上での カ ン ザ ワ ハ ダニの寄生葉位 ( 山 田 ・堤. 1989)

を改変
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図 -1 カ キ葉上 に お け る カ ン ザ ワ ハ ダニの寄生 と 被害の消

長 ( 山 田 ・ 堤. 1990) 
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部の ハ ダニ が カ キ に適応 し て 世代 を 重ね る よ う に な っ て

害虫化 し た も の と 思わ れ る 。

発生が培加 し た 原因 は必ず し も 明 ら か で な い が， 二つ

の原因が考 え ら れて い る 。 一 つ は 殺虫剤の 変遷 に よ る 環

境条件の変化 に よ る も の で， 小 田 (1989) は ， カ キ の チ

ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除薬剤が EPN か ら カ ル タ ッ

プ塩酸塩や ア セ フ ェ ー ト 剤 に 代 わ っ た こ と を あ げ て い

る 。 ま た ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 系薬剤 の 3 回連続散布 に よ

り ， 樹上での ハ ダニ の 多発の み な ら ず， 下草雑草上の 個

体数の増加 を 招 い た 事例 (小松 ら ， 未発表) も あ り ， 薬

剤散布 に よ る リ サ ー ジ ェ ン ス の 可能性 も 考 え ら れ る 。 も

う 一つ は， 下草雑草の種類の変化で あ る 。 除草剤 の 多 用

に よ り カ キ 圃場 内 の 下車雑草が禾本科植物か ら ， カ ン ザ

ワ ハ ダニ の好適な寄主であ る ギ シ ギ シ 等 の 広葉雑草 に 代

わ っ た た め， 園場内 の 密度が高 く な り ， 雑草上の 環境が

悪化す る と 共 に カ キ に移動 し て く る よ う に な っ た も の と

思わ れ る 。

W 防 除 対 策

前述の よ う に ， カ キ は カ ン ザ ワ ハ ダニ に と っ て 好適 な

寄主植物でな く ， 増殖率 も 低 い の で， 多発す る こ と は 少

な い 。 し た が っ て ， 施設栽培や常習多発園以外では薬剤

に よ る 基幹的なハ タゃニ の 防除 を 必要 と し な い も の と 思わ

れ る 。 特 に ， r富有J や 「伊豆j 等 の甘柿で は よ ほ ど多発

生 し な い 限 り 実被害が発生 し な い の で， 防除の 必要性 は

低い。 カ キ に はハ ダニ ア ザ ミ ウ マ ， ケ ナ ガ カ プ リ ダニ，

ケ ボ ソ ナ ガ ヒ シ ダニ な ど の 天敵類が生息 し て お り (小田，

1989) ， こ れ ら の 活動 を な る べ く 匝害 し な い よ う な 防除体

系 を組む こ と も ， カ ン ザ ワ ハ ダニ に対す る 一つ の 防除対

策 に な る であ ろ う 。 ま た ， ナ シ で は 主 に樹皮下や誘引 ひ

も の下 な ど で樹上越冬す る の で， カ キ の場合 に も 同様 に

粗皮下で越冬 し て い る 可能性が あ る 。 カ キ の粗皮下 は フ

ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ な ど の 重 要 害 虫 の 越冬場所 で も あ

り ， 粗皮 は ぎ の励行 に よ る 耕種的防除 も 大切であ る 。 し

表 - 3 カ キ 及び数種の果樹の葉上 に お け る カ ン ザ ワ ハ ダニ の増殖

( 山 田 ・ 堤. 1989 を 改変)

接種 接種6 日 後 接種14 日 後
樹 種 名 雌成

虫数 成虫 幼虫 卵 計 成虫 幼虫 卵 計

カ キ 20 1 1  2 16 1 29 3 19 0 1  22 

ナ シ 20 12 9 244 265 9 328 88 425 

リ ン ゴ 20 9 1 39 1 49 2 49 14 65 

ブ ド ウ 20 15 3 11 1 29 9 22 2 1  33 

キウイ フルーツ 20 10  。 0 1  10 l 6 2 9 

注) 寒天式 リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ っ た .
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図 ー2 カ キ の カ ン ザ ワ ハ ダニ に対す る 防除効果

図 中 の 薬剤 の 剤形 と 濃度 は ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 水和剤

3000 倍， ケ /レ セ ン 水和剤 1500 倍， プ ロ チ オ ホ ス 水和

剤 800 倍.

か し ， 多発生時 に は薬剤 に よ る 補助的防除が必要であ る

の で， カ キ の カ ン ザ ワ ハ グ ニ に対す る 薬剤防除試験 を行

っ た 。 そ の結果， カ キ の フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 等の防除

に 用 い ら れ る 殺虫剤の プ ロ チ オ ホ ス 水和剤の効果 は低か

っ た が， 殺 タゃニ 剤 の へ キ シ チ ア ゾ ク ス 水和剤及びケ ルセ

ン水和剤 は効果が高い こ と が判明 し た 。 既 に ， へ キ シ チ

ア ゾ ク ス 水和剤 は カ キ の ハ ダニ 類 に 登録が あ る の で使用

で き る 。 な お ， 本剤 は成虫 に 対す る 効果がな く 遅効的 に

作用 す る の で寄生初期 に 散布す る 必要があ り ， 防除時期

がやや遅れた と き の た め に ， ケ ル セ ン水和剤の よ う な成

虫 に 対 し 速効的 に 作用 す る 薬剤 も 必要で あ る 。 ま た ， 下

草雑草で場殖 し た ハ ダニ が移動 し て 加害す る の で， 雑草

防除の際 に 殺ダニ活性の あ る 除草剤 を使用 す る こ と も ー
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図 -3 殺ダニ活性の あ る 除草剤での下草処理の カ キ の カ ン

ザ ワ ハ ダニ に対す る 防除効果 ( 山 田 ・ 堤， 1990 よ り

作図)

ビ ア ラ ホ ス : ピ ア ラ ホ ス 水溶剤 200 倍. ジ ク ・ パ ラ コ

ー ト : ジ ク ワ ッ ト ・ パ ラ コ ー ト 液剤 200 倍.

つ の 方法であ る 。 殺 ダニ活性の あ る 除草剤の ビ ア ラ ホ ス

水溶剤の下草処理で は樹上 の ハ ダニ 数が少 な く な っ た 。

以上の よ う に ， カ ン ザ ワ ハ ダニ に 対 し て は薬剤防除 の 方

法 も あ る が， 基本的 に は ， 園場内 の 下草管理や 粗皮 削 り

な ど の耕種的防除 を徹底 し ， ハ ダニ の 下草での増殖 を 抑

え る こ と が最 も よ い 方法 で あ る と 考 え る 。

引 用 文 献
1 ) 芦原 亘 ら ( 1987) : 応動昆 31 : 23�27. 
2) 小松季生 ( 1989) : 農薬時代 159 : 23�25. 
3) 近藤 章 ( 1990) : 植物防疫 44 : 19�23. 
4) 小田道宏 ( 1989) : 今月 の農業 33 : 83�85. 
5) 山 田 健 一 ・ 堤 隆 文 ( 1990) : 九 病 虫 研 会 報 36 : 

186�189. 
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O第 2 固 ア ジ ア一太平洋昆虫学会議の開催

1993 年 6 月 27 日 �7 月 3 日 ， 沖縄県宣野湾市沖縄 コ ン

ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー及 び那覇市 ミ ヤ コ ホ テ ル， 郵便貯金

会館で， 上記会議 ( The 2nd Asia -Pacific Conference 

of Entomology (APCE) ) が， 日 本見虫学会， 日 本応用動

物昆虫学会， 日 本衛生動物学会共同 主催 に よ り ， 第 7 回

太平洋学術中開会議 と 共 に 開催 さ れ ま す 。 関心の あ る 方

は ， 下記へ案内書 を 請求 し て 下 さ い 。

記

〒 903-01 沖縄県西原町字千原 1 番地

琉球大学国 際交流課 第 7 回太平洋学術中 間会議事

務局 電話 098-895-2221 FAX 098-895-4586 

教官公募の お知 ら せ

香川 大学農学部 で は ， 植物病学の 助教授 を 公募

し て い ま す。 応募期限 は ， 平成 5 年 3 月 19 日 (金)

(消 印有効) です。

問合せ先 は ， 以下の と こ ろ です。

記

〒 761-07 香川 県木田郡三木町池戸 2393

香 川 大 学 農 学 部 庶 務 係 電 話 0878-98-

1411 (代)
，、伊》町内，、向旬、，、，、，、向向旬、，、内向岡山，、向向剛、，、�旬、，、，、"'"肉.，..，..，、内
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